
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 弊社の鉄道事業に対しまして、日頃のご利用とご理解・ご協力を賜りまして誠にありがと

うございます。 

 弊社は、「地元に親しまれ愛される鉄道」をモットーにおかげさまで 90 年以上走り続け

ております。全国の皆様や地元の方々から多くのご支援を賜りましたものと、深く御礼申し

上げます。本年度も改めて「安全の確保」を目指し、経営陣と従業員が一致協力し安全輸送

に努めてまいります。 

 

 本報告書は鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取り組みや安全の実態につい

てまとめたもので、鉄道事業を広くご理解をいただくために作成したものです。皆様からの

お声を輸送の安全に役立てたく、ご意見を頂戴できれば幸いです。 

 

代表取締役 中川源行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ご利用の皆様及び地元の皆様へ 

 

１．ご利用の皆様及び地元の皆様へ 

 



【１】基本方針 

 弊社の経営理念の第一は、安全の確保です。「安全基本方針」を次のように掲げ社長以下従

業員全員に周知・徹底しております。 

１．安全の確保は、輸送の生命である。 

２．規定の遵守は、安全の基礎である。 

３．執務の厳正は、安全の要件である。 

４．安全の確保のため職責を超えて一致協力をする。 

５．常に確認を励行し、連絡を徹底する。 

６．作業を確実にし、その取扱いに疑わしいときは最も安全と認められる方法をとる。 

 

【２】安全目標 

 2022 年度の安全目標を次のとおり定めております。 

・列車事故（衝突・脱線・火災）・・・「ゼロ」 

・人身障害事故 ・・・・・・・・・・「ゼロ」 

・踏切障害事故 ・・・・・・・・・・「ゼロ」 

 

【３】2022 年度の事故・障害に関するご報告 

 安全目標に対する実績は次のとおりです。 

・列車事故（衝突・脱線・火災）・・・「ゼロ」 

・人身障害事故 ・・・・・・・・・・「ゼロ」 

・踏切障害事故 ・・・・・・・・・・「ゼロ」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．基本方針と安全目標 

 



【１】安全重点施策 

当社線では、踏切が 18 ヶ所あります。自動化の中で踏切支障報知装置（非常ボタン）が設

置されているのが 4 ヵ所となっております。2022 年度は、線路基盤の強化はもとより、車

両設備の整備に努めてまいりました。今後も引き続き運行の安全に努めてまいります。 

【２】人材教育 

 2021 年度は、お客様へのサービス向上の教育とともに非常時の取扱いの教育を行いまし

た。また、新型コロナ感染予防対策の徹底を行いました。 

【３】安全投資 

 2022 年度は、従前からの施策に重点を置き線路等の軌道関係の継続的な改良工事等の実

施を引き続き進めております。また踏切改良工事も今後検討しております。 

【４】設備対策 

 軌道保守工事（コンクリート枕木交換工事、軌道整備工事）等、列車が安全に通行できる

環境整備を実施しております。また、昨今の未曾有の災害に耐えうる対策も検討しておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．輸送の安全確保のための取り組み 

 



 

 【１】安全管理組織 

 当社では、社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にした上で

安全確保のための役割を担っております。 

 

 

 【２】安全管理 

 安全統括管理者を選任するとともに、経営者をはじめ輸送の安全の確保に係る役割を定

めております。 

 ・社長        輸送の安全確保に関する最終的な責務を負う。 

 ・安全統括管理者   輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

 ・運転管理者     運転に関する業務を管理する責務を有する。 

 ・乗務員指導管理者  運転士の資格保持に関する事項を管理する責務を負う。 

 ・施設管理者     鉄道施設を維持管理する責務を負う。 

 ・車両管理者     輸送の安全確保のために車両を維持管理する責務を負う。 

４．安全管理体制 

 



 

 【３】安全管理の方法 

 （１）安全のための連絡体制 

    社員が定期的に施設等の点検の実施を通じて不具合があれば、速やかに専門業者 

と連絡をとり対応を進めます。 

 （２）事故発生時の緊急体制 

    マニュアルを機会あるごとに見直し、緊急時の対応体制の整備に心がけ、状況によ 

り対策本部を設置して対応にあたります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「地元に親しまれ愛される鉄道」をモットーに、沿線の保育園・幼稚園・小中学校・高校、

商店街、住民の皆様方が『紀州鉄道が近くにあってよかった』と仰っていただけるような

取り組みを始めております。 

 

【１】紀伊御坊駅 ホーム・待合室のＬＥＤ照明への交換 

 紀伊御坊駅では、待合室を利用者の憩いの場として提供し、ファンが喜ぶ模型の展示な

どを行っています。 

 

【２】紀伊御坊駅 公衆トイレの設置 

 紀伊御坊駅は、訪日外国人旅行者受入やバリアフリーを目的とし、トイレの改修を行い

ました。このトイレは、公衆トイレですので鉄道をご利用されない方も使用できます。 

 

【３】紀伊御坊駅 ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置 

 紀伊御坊駅は待合室に、ＡＥＤを設置いたしました。駅・鉄道車内のみならず、ご近所

住民の皆様もご使用になれるよう設置いたしました。 

 

【４】新型コロナ感染予防対策の実施 

 各車両、各駅において感染予防対策に取り組んでおり、乗客の皆様が安心してご利用で

きるよう行って参ります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．地元の皆様との連携とお願い 

 



         安全報告書へのご感想、ご意見をお寄せください 

６．お問い合わせ先 

 

 

■東京本社 ＴＥＬ：０３－３２３０－２２６１（代表） 

      ＦＡＸ：０３－３２６３－６５９０ 

      Ｅ－mail: contact@kishu-railway.com 

            受付：平日 9 時 00 分～17 時 00 分（土日・祝日除く） 

■御坊支店 ＴＥＬ：０７３８－２３－０００１ 

      ＦＡＸ：０７３８－２３－３６４１ 


